

























ーによる実践哲学の論争、ヴァルター・ベンヤミンのアレゴリ 思考とハンス・ブルーメンベ クのメタファー学、テオドール・アドルノとユルゲン・ハバーマスとアクセル・ホーネットなどによる承認 の批判的継承が紹介されており、哲学的考察の特異性を論争的にそして実際の論争や批判を通して継承する様子が窺える。英語圏ではスタンリー・カヴェルによる日常言語と文学、ジョ ケージによる音と音楽、ジュディス・バトラーによる性の多様性、コーラ・ダイヤモンドによるヴィトゲンシュタインの倫理学、フレーゲ ラッセ とストロ ソン、ドネランとクリプキ、カルナップ タルスキ カプランとパトナム、チャルマーズまでの言語哲学が紹介され おり、様々な領域に特に言語活動の中に掘り起こされた哲学的考察が窺える。
かつてあらゆる学問が哲学と呼ばれていた。次第に対象を
限定して成果を上げる研究分野は哲学ではない事になった。それでも学問の全体構想は哲学の仕事だっ 。だがそれも挫折して顧みられなくなった。そもそも哲学には特別な役割など無かった様にも思えてくる。そんな時に改め 哲学の地道な役割を突き止める仕事は一見むなしい。だが意外に出てくるものなのだ。散発的ではあっても確実な哲学の役割を今こそ掘り起こすべきと思わせてくれるのは こ 論集 執筆している哲学研究者が諦めていないから のだろう。
